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東
風
、
微
雨
を
吹
き
、
夜
来
、

茅
茨
過
ぐ
、
主
人
足
を
伸
ば
し
て
、

眠
る
…
す
べ
て
心
の
ま
ゝ
に
起
居

を
願
う
僧
良
寛
さ
ん
の
境
地
に
共

感
の
弥
生
三
月
を
迎
え
る
が
、
受
験
、

卒
業
、
異
動
と
人
事
変
転
の
時
節
。

　
春
雷
に
哀
歓
し
ぶ
く
俄
雨
　
で

も
あ
る
。
▼
そ
れ
に
新
八
女
市
ス

タ
ー
ト
、
新
市
議
増
員
選
で
、
顔

ぶ
れ
も
揃
っ
た
が
、
新
た
な
地
域

づ
く
り
に
、
新
た
な
活
躍
を
期
待
。

と
こ
ろ
で
、
去
る
２
月
10
日
の
西

日
本
新
聞
　
春
秋
　
欄
、
熊
本
県

五
木
村
議
会
は
議
員
報
酬
に
「
能

力
給
」
導
入
の
話
題
。
月
額
約
21

万
円
の
う
ち
、
手
始
め
に
２
割
を

能
力
給
に
充
て
、
活
動
実
績
を
総

合
評
価
し
て
支
給
額
を
決
め
る
。

議
員
各
位
は
こ
の
よ
う
な
方
策
を

如
何
に
受
け
と
め
ら
れ
る
も
の
か
。

そ
こ
で
「
能
力
給
」
の
成
果
も
聴

き
と
め
た
い
。
▼
ま
た
配
布
の
選

挙
公
報
で
「
市
民
の
目
線
」
を
第

一
に
考
え
…
と
い
っ
た
言
葉
が
目

に
と
ま
っ
た
が
、
思
う
に
こ
の
「
目

線
」
を
ど
の
よ
う
に
測
定
さ
れ
る
か
。

昨
今
、
公
益
を
忘
れ
、
私
益
奔
走

の
政
治
家
、
お
役
人
行
状
の
ニ
ュ

ー
ス
多
々
の
感
。
▼
３
月
28
日
。

矢
部
川
源
流
　
村
　
発
信
。
世
界

子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式
。

森
の
大
賞
に
紀
の
国
和
歌
山
県
の

小
学
６
年
生
。
「
森
の
精
霊
が
宿

る
よ
う
な
巨
木
が
ど
っ
し
り
と
安

心
し
て
根
を
お
ろ
せ
る
よ
う
な
環

境
を
―
」
と
結
び
の
言
葉
。 65

弥
生
三
月
東
風
吹
か
ば
― 

椎 

窓   

猛 

真冬のハイビスカス 
　筑後地方で亜熱帯の植物が咲くということは、
温暖化の影響だろうが、それはさておき、花
を育てるということは、子育てに似ていると
思う。光が必要といって浴びさせすぎてもい
けないし、なによりも適量の水がいるだろう。
また、風や虫から守らなければならない。 
　そうやって美しい珍しい花を見せて頂いた
育て主に感謝をしたい。ありがとうございま
した。　　　　　　　　　　　by　sei（聖） 

心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　　　（八女市社会福祉会館） 

ぼんぼりまつり 
　　　　　　　　　　　～22日 
　　　　（八女市福島地区一帯） 

なんでも人権相談 
　　（八女市社会福祉会館） 

松尾弁財天縁日（立花町） 

上陽ふるさと市 

くろぎふるさと日曜市 べんがらの日（べんがら村） 
 

心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　（八女市地域福祉センター） 

なんでも人権相談 
　（筑後市勤労者家庭支援施設） 
　（立花町町民センター） 
 

無料法律相談（要予約） 
　　　　（八女市社会福祉会館） 
　　　　　　　　　123-0294 

なんでも人権相談 
　　（黒木町地域交流センター） 

八女青年会議所早朝清掃 

上陽ふるさと市 

くろぎふるさと日曜市 
黒木森林セラピーウォーク 
　　　　　　　（八女歩こう会） 

おひなさまの茶会 
　　　　　　　　　　（星野村） 

心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　　　（八女市社会福祉会館） 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 

心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　　　（八女市社会福祉会館） 

なんでも人権相談 
　　　　（広川町はなやぎの里） 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161

上陽ふるさと市 
しゃくなげまつり 
　　　　　～４月４日（矢部村） 

 
くろぎふるさと日曜市 

心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　（八女市地域福祉センター） 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 
 

無料法律相談（要予約） 
　　（八女市地域福祉センター） 
　　　　　　　　　154-3629 

お風呂の日 
（グリーンピア八女） 
（べんがら村）（三加和温泉） 
（温泉館きらら　星野村） 

上陽ふるさと市 

くろぎふるさと日曜市 
滝の宮不動尊春の大祭 
　　　　　　　　　　（上陽町） 

八女中央大茶園ウォーキング 
　　（吉田ウォーキングクラブ） 

第19回NPO世界愛樹祭 
コンクール　　（矢部村） 
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私の行きつけのお店 

ヘアーサロンイノウエ 

八
女
の
宝
物 

楽しい仲間たち楽しい仲間たち楽しい仲間たち

アメダス「黒木」で測定した気象データ（下記ＵＲＬより、選択ください） 
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php

　八女市唐人町交差点の角に

そのお店はあります。建物全

体が淡いピンク色、南の壁に掛けられた時計が登下校時子どもたちの

ランドマークになっています。お店の中も清潔で落ち着ける雰囲気です。

昭和31年創業以来、引退されたご両親から引き継いだ二代目のマス

ターと奥様二人三脚でお店を切り盛りされています。二人はおしどり

夫婦、蒸しタオルを顔にのせられて夢心地の中で、二人の会話を聞く

ともなく耳にするのも楽しい。二人の

娘さんを中心にした休み毎の家族旅行

の話しを聞いたり、ガーデニング、家

庭菜園、グルメ、子育て…マスターの

話題が豊富で話しは尽きません。社会

勉強の足りない私にとって色んな耳学

問をさせて貰える至福のひとときであ

る。奥様の女性専科、お顔剃り＆フェ

イシャルエステも好評です。 

父
の
命
日
を
前
に 

平塚マブアナ 

寛元寺ソフトボールクラブ 

1 0943－22－5416

第25号駆潜艇 

   

　
花
だ
よ
り
に
花
粉
情
報
が

気
に
な
る
季
節
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ

Ｖ
の
気
象
情
報
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
テ
レ
ビ
で
は
二
月
一

日
よ
り
八
女
市
黒
木
町
と
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

黒
木
町
に
設
置
さ
れ
て
い
る

ア
メ
ダ
ス
が
観
測
し
た
雨
量
、

風
向
・
風
速
、
気
温
、
日
照

時
間
を
福
岡
管
区
気
象
台
へ

送
っ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
し

て
発
表
さ
れ
ま
す
。
無
人
で

気
象
観
測
を
行
う
施
設
を
ア

メ
ダ
ス
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

全
国
１
３
０
０
カ
所

の
ア
メ
ダ
ス
で
降
水

量
の
観
測
を
、
こ
の

う
ち
８
５
０
カ
所
で

前
述
の
諸
気
象
デ
ー

タ
を
観
測
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
い
な
が
ら
に

し
て
最
新
の
気
象
情
報
を
得

る
こ
と
で
、
自
然
災
害
か
ら

身
を
守
り
、
八
女
地
方
の
農

作
物
の
被
害
の
軽
減
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
力
強

い
八
女
の
守
護
神
、
八
女
の

宝
物
で
す
。
最
近
遠
く

の
友
人
か
ら
「
八
女
は

寒
い
所
だ
ね
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
施

設
は
黒
木
町
の
高
地
に

あ
る
た
め
八
女
市
街
よ

り
気
温
が
若
干
低
く
観

測
さ
れ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

　
今
年
１
月
、
東
京
お
台
場

に
あ
る
船
の
科
学
館
に
立
ち

寄
っ
た
。 

　
日
本
の
古
代
か
ら
現
代
ま

で
の
船
舶
に
関
す
る
資
料
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
探
し
た

い
の
は
、
太
平
洋
戦
争
当
時

に
活
躍
し
た
「
駆
潜
艇
」
に

つ
い
て
だ
っ
た
。
館
内
説
明

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
、

私
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て

下
さ
る
と
同
時
に
、
同
席
の

学
芸
課
長
さ
ん
と
一
緒
に
探

し
て
貰
っ
た
が
見
つ
か
ら
な

い
。
軍
艦
や
航
空
母
艦
、
駆

逐
艦
や
潜
水
艦
の
よ
う
に
華
々

し
い
活
躍
は
無
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？
半
ば
あ
き
ら
め

て
い
た
と
き
、
別
館
に
探
し

に
い
っ
た
課
長
さ
ん
が
、
一

枚
の
写
真
と
手

帳
を
見
つ
け
て

こ
ら
れ
た
。 

　
こ
の
駆
潜
艇
は
第
一
次
大

戦
か
ら
終
戦
ま
で
に
64
艇
し

か
造
船
さ
れ
て
い
な
い
。 

　
父
は
、
１
９
４
３
年
５
月

海
軍
に
招
集
さ
れ
て
、
１
９

４
４
年
２
月
６
日
に
南
海
洋

方
面
・
ク
エ
ゼ
リ
ン
環
礁
に

て
玉
砕
（
戦
死
）
し
た
。
乗

船
し
て
い
た
の
は
「
第
28
号

駆
潜
艇
」
と
知
ら
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
船
が
ど
の
様
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
の
か
分

か
ら
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。 

　
「
第
28
号
駆
潜
艇
」
は
、

海
軍
に
徴
用
さ
れ
、
支
援
物

資
と
兵
隊
百
数
十
人
を
乗
せ

て
ク
エ
ゼ
リ
ン
島
へ
向
か
っ

た
商
船
「
秋
葉
丸
」
を
護
衛

し
て
い
た
と
記
録
さ
れ
た
「
秋

葉
丸
」
船
員
の
手
帳
が
見
つ

か
っ
た
の
で
す
。
船
は
秋
葉

丸
と
一
緒
に
海
底
に
。 

　
戦
死
し
て
66
年
、
こ
だ
わ

り
続
け
て
い
た
死
の
実
像
に
、

母
の
７
回
忌
に
し
て
や
っ
と

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。 

　
戦
死
広
報
　
一
瀬
粂
　
昭

和
19
年
２
月
６
日
　
享
年
32

歳
　
第
65
警
備
隊
所
属
　
第

28
号
駆
潜
特
務
艇
に
乗
船
　

ク
エ
ゼ
リ
ン
方
面
行
動
中
、

同
方
面
に
て
戦
闘
中
に
所
在

不
明
に
な
り
た
る
処
戦
死
と

認
定 

　
母
が
こ
だ
わ
っ
て
い
た
の

は
「
所
在
不
明
に
な
り
た
る

処
、
戦
死
と
認
定
」
こ
の
箇

所
で
す
。
行
方
不
明
で
あ
る

か
ら
た
ぶ
ん
戦
死
し
た
で
あ

ろ
う
と
い
う
推
定
。
駆
潜
艇

の
乗
組
員
が
全
員
戦
死
し
た

の
か
、
近
く
の
島
に
上
陸
し

て
、
横
井
さ
ん
や
小
野
田
さ

ん
の
よ
う
に
一
人
で
生
き
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
い

た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
父

の
最
期
の
様
子
を
確
か
め
て
、

母
の
墓
前
に
報
告
し
ま
し
た
。 

　
私
と
同
じ
様
な
思
い
を
持

つ
戦
争
遺
児
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
現
在
、
こ
れ
だ
け
で

も
知
る
こ
と
が
出
来
た
幸
せ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
２
月
６

日
は
父
の
命
日
で
す
。 

（
八
女
市
）
馬
場
早
智
子 

　
立
春
の
陽
ざ
し
が
心
地
良
い
昼
下
が
り
、

八
女
市
北
平
塚
公
民
館
か
ら
も
の
憂
い

ハ
ワ
イ
ア
ン
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
平

塚
町
内
11
名
の
女
性
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
の
練
習
日
に
訪
ね
ま
し
た
。
室
内
は

熱
気
で
一
足
早
く
春
ら
ん
ま
ん
で
す
。

結
成
三
年
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
10
曲
を

数
え
ま
す
。
出
演
も
久
留
米
六
角
堂
、

馬
関
ま
つ
り
（
下
関
）
、
福
岡
ド
ー
ム

等
堂
々
た
る
も
の
。
勿
論
地
元
陽
だ
ま

り
の
里
な
ど
へ
の
施
設
慰
問
も
や
っ
て

い
ま
す
。
お
声
が
か
か
れ
ば
ど
こ
へ
で

も
出
か
け
ま
す
。
（
ギ
ャ
ラ
は
交
渉
次
第
）

健
康
維
持
や
親
睦
（
お
し
ゃ
べ
り
）
を

目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
ウ
エ

ス
ト
が
細
く
な
っ
た
、
足
腰
の
痛
み
が

減
っ
た
、
連
帯
感
が
出
て
き
た
等
、
皆

さ
ん
成
果
を
認
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
フ

ラ
ダ
ン
ス
は
男
女
の
恋
物
語
を
表
現
す

る
も
の
で
衣
裳
が
き
れ
い
で
身
に
つ
け

る
の
が
楽
し
い
。
そ
し
て
何
よ
り
鏡
を

見
る
自
分
に
自
信
が
出
た
。
そ
し
て
夢

は
ハ
ワ
イ
の
ビ
ー
チ
で
踊
る
こ
と
だ
と

語
ら
れ
ま
す
。
３
月
７
日
、
ぼ
ん
ぼ
り

ま
つ
り
（
八
女
市
）
で
素
晴
ら
し
い
衣

裳
と
踊
り
、
勿
論
全
員
の
容
姿
も
披
露

す
る
か
ら
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
見
に
来
て
下

さ
い
ネ
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

代
表
　
松
崎
淑
子 

　
当
ク
ラ
ブ
は
昭
和
60
年
、
筑
後
市

西
牟
田
寛
元
寺
行
政
区
を
拠
点
に
、

上
嶋
、
塚
本
、
両
氏
を
中
心
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
４
行
政
区
17
名

の
メ
ン
バ
ー
が
西
牟
田
小
グ
ラ
ン
ド

で
週
一
回
練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
25
年
の
間
に
は
色
ん
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
発
足
頃
は
船
小
屋
温

泉
の
芸
妓
さ
ん
が
応
援
に
き
て
く
れ

た
り
、
ラ
イ
バ
ル
蔵
数
チ
ー
ム
と
は

元
日
に
初
打
ち
、
初
試
合
を
や
り
、

そ
の
後
の
打
ち
上
げ
も
楽
し
い
も
の

で
す
。
市
内
の
大
会
で
は
い
ま
一
歩

の
所
で
優
勝
を
逃
し
た
苦
い
思
い
出

が
何
度
も
あ
り
ま
す
。
強
豪
杉
森
女

子
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
Ｏ
Ｂ
と
の
練
習

試
合
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

練
習
の
時
、
レ
フ
ト
後
方
の
小
学
校

プ
ー
ル
に
打
ち
込
ん
だ
者
は
、
そ
の

後
の
打
ち
上
げ
の
時
ビ
ー
ル
を
出
し

て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
談
義
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
が
、
毎
回
飲
め
る
よ
う

に
全
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い

ま
す
。
現
在
三
名
の
女
性
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
今
年
こ
そ
優
勝
に
向
っ
て

一
丸
頑
張
り
ま
す
。
　
　
　
　
渡
邉 

  

時
計
が
反
対
方
向
に
回
り
始
め
て
い
る 

そ
れ
で
も
な
る
よ
う
に
身
を
ま
か
せ
た 

息
苦
し
い
や 

孤
独
を
感
じ
る
の
が
怖
く
て
目
を
ふ
せ
る 

寂
し
さ
を
感
じ
る
の
が
怖
く
て
空
を
見
上
げ
る 

　  

“
思
い
出
”
と
い
う
過
去
も
“
い
つ
か
”
と
い
う
未
来
も
嫌
い 

何
の
保
証
も
な
く
、
は
か
な
く
て
壊
れ
そ
う
な
今
が
愛
お
し
い 

愛
お
し
い
か
ら
こ
そ
、 

思
惑
や
望
み
で
刻
む
は
ず
の
時
計
は
、
反
対
方
向
に
回
り
始
め

て
い
る 

季
節
は
春
に
向
か
う
の
か
、
冬
が
深
ま
る
の
か 

移
り
変
わ
る
日
々
の
変
化
に
、
た
だ
、
今
を
見
つ
め
る
ば
か
り 

空
気
を
包
む
月
は
、
た
だ
、
満
ち
欠
け
を
繰
り
返
す
ば
か
り 

三
日
月
は
ロ
ー
マ
人
に
と
っ
て
魔
よ
け
や
守
護
だ
っ
た
と
い
う 

「
今
日
の
三
日
月
も
い
い
ね
」 

そ
ん
な
言
葉
が
温
か
い 

森
　
志
穂 

三

日

月
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ハウス桃の栽培 

ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 
“Where is ～ ?” 
― ～はどこですか？ ― 

その
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八
女
農
み
ら
い
館
の
３
月
の
開
館
予
定
／

３
月
５
日
（
金
）
、
３
月
12
日
（
金
）
、

３
月
16
日
（
火
）
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

※
金
曜
日
は
人
気
商
品
の
焼
き
た
て
八
女

農
パ
ン
を
販
売
し
ま
す
。 

輝く 
福岡県立八女農業高等学校 

俳句甲子園全国大会出場！ 

創る 
福岡県立福島高等学校 

一度は諦めた福寿草と出会い幸せの極みでした。 
毎年咲くように皆で大切に守っていきましょう。 

加温による開花促進 

春
を
告
げ
る
福
寿
草 

ノ
ケ
エ
ボ
シ
山
（
熊
本
県
１
３
０
２
ｍ
） 

山
登
り
だ
よ
人
生
は
！ 

10

30

　
本
校
の
放
送
部
生
徒
六
名
は
、
昨
年
八
月

七
、
八
、
九
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
愛
媛

県
松
山
市
で
開
催
さ
れ
た
俳
句
甲
子
園
全
国

大
会
に
福
岡
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。 

　
七
日
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
の
中
で
、

予
選
リ
ー
グ
の
抽
選
が
あ
り
ま
し
た
。
籤
を

引
い
た
の
は
、
二
年
生
の
西
島
悠
。
Ｃ
ブ
ロ

ッ
ク
の
一
角
に
当
た
り
ま
し
た
。
残
り
二
つ

の
枠
に
愛
媛
の
愛
光
高
校
（
昨
年
の
準
優
勝

校
）
、
三
重
県
の
高
田
高
校
（
過
去
七
回
出

場
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
強
豪
校

で
す
。 

　
八
日
大
街
道
商
店
街
で
の
入
場
行
進
、
開

会
式
の
あ
と
、
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
第
一
試
合
は
、

愛
光
　
高
田
。
対
戦
の
兼
題
は
「
夏
休
み
」
。

強
豪
校
同
士
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
丁
丁
発
止
の

や
り
と
り
で
見
応
え
十
分
で
し
た
。
福
島
は

第
二
試
合
か
ら
の
出
場
で
し
た
。
兼
題
は
「
水

着
」
。
ど
の
よ
う
な
句
で
勝
負
を
し
た
の
か
、

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

福
島
の
先
鋒
は
、
月
足
春
輝
の
句 

●
思
い
出
は
濡
れ
て
る
ま
ま
の
水
着
か
な 

対
す
る
高
田
の
先
鋒
の
句
は 

○
水
着
干
す
陽
の
や
わ
ら
か
く
な
っ
て
き
し 

中
堅
は
、
原
佑
佳
里
の
句 

●
そ
の
水
着
お
腹
を
つ
ま
み
思
案
中 

高
田
の
中
堅
の
句 

○
シ
ョ
ル
ダ
ー
に
夕
日
と
水
着
詰
め
走
る 

 

大
将
は
、
西
島
悠
の
句 

●
ひ
と
夏
の
思
ひ
出
な
ぞ
る
水
着
跡 

高
田
の
大
将
の
句 

○
腕
白
や
水
着
の
あ
と
に
目
も
く
れ
ず 

 

　
残
念
な
が
ら
、
予
選
敗
退
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
福
島
高
校
百
周
年

の
年
、
俳
句
甲
子
園
に
二
度
目
の
出
場
を
果

た
し
、
成
果
を
残
し
た
い
と
放
送
部
西
島
悠

部
長
も
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。 

　
福
島
高
等
学
校
は
、
今
年
創
立
百
周
年
を

迎
え
ま
す
。
来
た
る
十
一
月
六
日
（
土
）
に

記
念
式
典
を
行
う
予
定
で
す
。 

ハ
ウ
ス
桃
の
栽
培
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
６
月
に
は
八
女

農
み
ら
い
館
で
販
売
し
ま
す
。 

お
楽
し
み
に
！ 

１
月
下
旬
に
ビ
ニ
ー
ル
を
張
り
ま
し
た
。 

３
月
中
旬
に
開
花
が
始
ま
り
ま
す
。 

６
月
に
収
穫
し
ま
す
。 

　前回の会話では、ハワイへ向かう機内で「～をもら

えますか？」という場面に遭遇しました。 

　さぁ、いよいよハワイに到着しました！！　空港か

らホテルまで行くには？　タクシーに乗るつもりだっ

たのだけど…　えぇっと… 

Ａ）Excuse me. 
Where is the information counter? 
（すみません、インフォメーションカウンターは

どこですか？） 

Ｂ）Go straight. It's on the right hand 
side. 
（まっすぐ行ったら、右手にあります） 

インフォメーションカウンターにて 

Ａ）Excuse me.Where can I catch a taxi? 
（すみません、タクシーはどこで乗れますか？） 

Ｂ）Go to the taxi stand.  It's over 
there.  Can you see that sign? 
（タクシー乗り場へ行ってください。あそこです。

あの看板が見えますか？） 

Ａ）Yeah.  All right!  Thank you. 
（はい、わかりました！　ありがとうございます） 

Ｂ）You're welcome. Have a nice 
vacation! 
（どういたしまして。楽しいバケーションをね！） 

Ａ）Oh! Where is the exit? 
（あれ、出口はどこですか？） 

　前回（その２）のフレーズ復習 

　Can I～？　（～をもらえますか） 
ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

　
福
寿
草
と
い
え
ば
ノ
ケ
エ

ボ
シ
山
と
言
う
く
ら
い
、
名

が
売
れ
た
山
だ
そ
う
で
春
を

告
げ
る
黄
色
い
花
が
、
人
々

を
山
に
誘
い
込
む
ら
し
い
。 

　
さ
て
今
回
の
パ
ー
ト
ナ
ー

は
兄
で
、
山
だ
け
は
気
が
合

う
仲
の
良
い
兄
弟
で
す
。
朝

８
時
30
分
登
山
口
を
ス
タ
ー

ト
す
る
と
、
二
日
前
の
積
雪

で
ま
っ
た
く
福
寿
草
を
見
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。 

　
仕
方
な
く
先
を
急
ぎ
樹
氷

の
ト
ン
ネ
ル
を

く
ぐ
り
、
最
後

の
急
斜
面
を
よ

じ
登
っ
て
　
時

　
分
に
初
登
頂

と
な
り
ま
し
た
。 

　
山
頂
は
狭
い

の
で
す
が
眺
望

が
素
晴
ら
し
く
、

南
方
に
霧
島
連

山
が
観
え
ま
し

た
。
そ
し
て
食

事
し
な
が
ら
大

い
に
景
色
を
堪

能
し
下
山
と
な
り
ま
し
た
。 

　
一
時
間
程
下
る
と
、
な
ん

と
一
度
は
諦
め
て
い
た
福
寿

草
が
雪
の
合
間
に
咲
い
て
い

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
初

め
て
見
る
可
憐
な
花
に
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

兄
が
言
っ
た
「
や
っ
ぱ
り
山

は
良
か
ね
ー
、
最
高
バ
イ
！
」

さ
あ
次
は
ど
の
山
に
登
ろ
う

か
と
思
い
な
が
ら
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。 

八
女
文
化
連
盟
写
真
部
　

樋
口
清
人 

今
年
は
ど
う
な
の
か
〜
？ 

五
島
編 

　
平
成
22
年
の
初
釣
り
は
…

「
晴
れ
て
く
れ
…
」
の
祈
り

が
山
の
神
を
通
じ
、
海
の
神

様
へ
届
い
た
の
か
海
上
は
凪

い
で
、
風
も
な
さ
そ
う
だ
。

通
い
慣
れ
た
渡
船
で
佐
世
保

を
離
れ
、
１
時
間
半
で
五
島

へ
到
着
。
私
は
通
称
「
ゴ
ミ

ス
テ
」
と
呼
ば
れ
る
磯
へ
上

が
っ
た
。
事
前
情
報
で
は
ク

ロ
（
メ
ジ
ナ
）
や
石
鯛
が
好

調
だ
と
い
う
の
で
、
楽
し
み

だ
。
恒
例
の
お
神
酒
を
海
へ

注
ぐ
。
「
エ
ビ
ス
様
、
ど
う

ぞ
今
年
も
宜
し
く
…
」 

　
12
時
半
頃
か
ら
冷
凍
サ
バ

の
１
匹
掛
け
で
、
磯
の
帝
王
、

「
ア
ラ
」
を
狙
う
。
こ
の
魚

は
特
に
大
相
撲

九
州
場
所
の
頃

は
、
値
段
が
高

騰
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
る
。
味
も
超
の
付
く
美
味

し
さ
で
、
ア
ラ
鍋
や
ア
ラ
の

刺
身
な
ど
が
有
名
だ
。
釣
れ

て
く
れ
れ
ば
儲
け
も
の
…
？

的
な
考
え
で
２
本
の
竿
を
出

す
。
６
時
間
経
ち
コ
ー
ヒ
ー

で
暖
を
と
り
な
が
ら
、
そ
ろ

そ
ろ
片
付
け
よ
う
と
片
方
の

竿
を
石
鯛
用
に
つ
け
替
え
て

い
る
と
…
も
う
片
方
の
竿
の

リ
ー
ル
が
「
ジ
ィ
〜
ッ
！！
」

と
勢
い
良
く
ラ
イ
ン
を
出
し

て
、
竿
も
半
月
状
態
に
曲
が

っ
て
い
る
。
「
キ
ッ
タ
ァ
〜
」

す
ぐ
に
竿
に
飛
び
付
き
リ
ー

ル
を
巻
き
、
応
援
す
る
。 

「
ウ
リ
ャ
〜
！！
」
フ
ァ
イ
ト

一
発
、
頑
張
る
な
ら
こ
こ
し

か
な
い
！
数
分
後
、
雄
雄
し

い
姿
が
磯
上
に
横
た
わ
っ
た

…
、
目
測
70 
cm
、
５
〜
６
kg

位
か
。
ア
ラ
に
し
て
は
小
型

だ
が
、
素
直
に
嬉
し
さ
が
こ

み
上
げ
る
…
良
か
っ
た
〜
♪ 

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
水
平

線
か
ら
お
日
様
が
昇
り
始
め

た
…
神
様
有
難
う
御
座
い
ま

し
た
。
本
命
の
石
鯛
に
は
申

し
訳
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
で

充
分
至
福
の
時
間
を
過
ご
せ

た
。
冬
晴
れ
の
中
風
裏
の
日

当
た
り
の
良
い
所
で
、
釣
り

師
云
う
と
こ
ろ
の
「
ヘ
ソ
天
」

を
満
喫
し
た
。
「
今
年
は
春

か
ら
縁
起
が
良
い
や
ぁ
〜
」

今
年
も
釣
り
へ
行
く
ぞ
！！

と
、
山
の
神
の
方
を
向
い
て

遠
吼
え
て
い
た
…
（
汗
） 

磯
の
旅
人 

　
「
今
年
は
や
ら
ん
と
い
か

ん
ば
い
！
」
こ
の
チ
ー
ム
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
２
０
１

０
年
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
の
闘
い
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。 

　
暖
か
な
陽
気
に
包
ま
れ
た
、

宮
崎
生
目
の
杜
運
動
公
園
。

メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
は
連

日
、
選
手
達
の
大
き
な
声
が

響
い
て
い
た
。
２
０
０
３
年

の
日
本
一
以
来
、
実
に
６
年

間
優
勝
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

る
ホ
ー
ク
ス
に
と
っ
て
、
今

年
は
勝
負
の
年

で
あ
る
。
そ
の

ホ
ー
ク
ス
の
今
年
の
戦
力
の

う
ち
、
キ
ー
を
握
る
と
思
わ

れ
る
選
手
を
紹
介
し
よ
う
。 

　
ま
ず
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
キ

ー
マ
ン
だ
が
、
僕
は
３
年
目

の
大
場
翔
太
を
挙
げ
た
。
大

場
に
対
す
る
期
待
は
、
ホ
ー

ク
ス
フ
ァ
ン
そ
し
て
首
脳
陣

の
中
で
も
高
い
。
一
昨
年
、

昨
年
と
周
囲
か
ら
の
期
待
に

応
え
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
に
、

今
年
は
３
度
目
の
正
直
と
し

て
二
ケ
タ
勝
利
を
絶
対
に
ク

リ
ア
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

　
打
線
に
関
し
て
は
、
キ
ー

マ
ン
に
な
る
の
は
４
年
目
の

長
谷
川
勇
也
だ
ろ
う
。
昨
年

同
様
の
活
躍
を
見
せ
、
チ
ー

ム
で
課
題
の
３
番
に
定
着
す

る
こ
と
が
長
谷
川
の
一
番
の

目
標
に
な
る
。
長
打
力
も
あ

る
だ
け
に
20
本
近
い
ホ
ー
ム

ラ
ン
に
も
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
だ
。 

　
秋
山
監
督
と
し
て
、
２
年

目
を
迎
え
る
今
季
。
ど
げ
ん

か
せ
ん
と
い
か
ん
状
況
に
あ

る
ホ
ー
ク
ス
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
注
目
が
集
ま
る
。 

（
羽
犬
塚
中
３
年
）
石
橋
遼 

今
年
は
や
ら
ん
と 

い
か
ん
ば
い
！ 

今
年
は
や
ら
ん
と 

い
か
ん
ば
い
！ 

今
年
は
や
ら
ん
と 

い
か
ん
ば
い
！ 

VS
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　そろそろ柿が熟する時期なので佐賀県大和町へ行ってみた。 

やはり狙ったとおりおばあさんが「柿は熟したかな～」と

手押し車を押して偵察に来てあった。おばあさんにご自分

で作られたのか尋ねると「そうばい、この柿の熟するのを

眺めるのも私の生きがいたい」と元気な返事。「今年の出

来具合は」と尋ねると「上出来、上出来」とご機嫌だった。 

八媛会　北島東司郎 

熟したかな～ 

フォトエッセイ フォトエッセイ 

行
っ
て
み
よ
う
よ 

こ
の
お
店 

「
ク
ラ
ッ
シ
ー
」
は
毎
月
発
行
し
ま
す
。
紹
介
し
た
い
地
域
の
行

事
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
愉
快
な
仲
間
達
そ
の
他
読
者
を
楽
し
く

さ
せ
、
元
気
づ
け
人
や
社
会
の
お
役
に
立
つ
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。 

　
入
院
も
二
十
日
を
経
過
し
た
頃
、
微

妙
な
変
化
が
出
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
呼

び
か
け
て
も
無
反
応
。
無
表
情
だ
っ
た

患
者
が
、
わ
ず
か
だ
が
反
応
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
少
し
づ
つ
夢
か
ら
覚

め
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
機
を

逃
し
て
は
い
け
な
い
。
何
が
何
で
も
こ

ち
ら
側
（
現
世
）
へ
引
き
戻
さ
な
け
れ

ば
。
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
声
を
か
け
、

手
を
さ
す
り
、
顔
を
た
た
い
て
刺
激
を

与
え
ま
す
。
こ
う
な
る
と
付
き
添
う
方

も
元
気
百
倍
で
す
。
今
日
は
ど
の
位
応

え
て
く
れ
る
か
と
思
え
ば
、
病
院
へ
向

か
う
の
も
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
勿
論
主

治
医
も
看
護
師
さ
ん
も
一
生
懸
命
で
す
。

今
日
は
こ
う
で
し
た
よ
、
こ
う
さ
れ
ま

し
た
よ
と
報
告
を
し
て
く
れ
ま
す
。
勇

気
が
出
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
と
い

う
希
望
が
芽
ば
え
ま
す
。
さ
あ
次
の
難

関
は
食
事
で
す
。
お
茶
か
水
、
た
ま
に

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
し
か
口
に
し
ま
せ
ん
。

バ
ナ
ナ
一
本
で
も
食
べ
れ
ば
点
滴
一
回

分
位
の
栄
養
を
と
れ
る
の
で
す
が
と
看

護
師
さ
ん
は
言
わ
れ
ま
す
。
患
者
は
口

を
閉
ざ
し
て
一
切
食
べ
よ
う
と
し
ま
せ

ん
。
ど
う
し
た
ら
自
分
の
口
で
食
事
を

と
っ
て
く
れ
る
の
か
、
素
人
の
手
探
り

介
護
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
よ
う
で
す
。 

（
た
か
お
） 

※
現
在
介
護
に
頑
張
っ
て
い
る
方
、
介

護
の
経
験
を
お
持
ち
の
方
体
験
談
待
っ

て
い
ま
す
。 

老々介護初体験 ３ 

花のある暮らし 

～春～ 

花のある暮らし 

～春～ 

　
立
春
も
過
ぎ
い
よ
い
よ
春

の
訪
れ
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
気
象
協
会
の
桜
の
開
花

予
想
（
福
岡
県
）
は
３
月
19

日
頃
の
よ
う
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
満
開
の
花
を
開

か
せ
る
た
め
に
、
桜
た
ち
が

冬
の
寒
い
時
期
か
ら
ひ
っ
そ

り
と
準
備
し
て
い
た
こ
と
を

ご
存
知
で
し
た
か
？
み
な
さ

ん
の
廻
り
に
桜
な
ど
花
を
つ

け
る
花
木
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

目
を
凝
ら
し
て
良
く
見
て
く

だ
さ
い
。
枝
に
小
さ
な
小
さ

な
花
芽
が
付
い
て
い
る
は
ず

で
す
。
花
芽

の

段

階

で

は
、
人
の
目

に
触
れ
る
こ

と
な
く
ひ
っ

そ
り
と
成
長

し
て
い
き
ま

す
。
私
は
桜

や
花
木
の
成

長
を
感
じ
見

る
こ
と
が
年
々
好
き
な
り
ま

し
た
。
咲
い
た
花
び
ら
を
楽

し
む
花
見
も
良
い
で
す
が
、

桜
の
成
長
を
感
じ
と
る
こ
と

は
、
季
節
を
感
じ
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。 

　
３
月
か
ら
の
旅
立
ち
や
出

会
い
の
シ
ー
ズ
ン
を
、
桜
の

花
た
ち
が
精
一
杯
の
力
を
振

り
絞
り
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、

演
出
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ

う
ね
！
そ
ん
な
桜
の
成
長
に

気
づ
く
ゆ
と
り
を
持
ち
、
花

の
あ
る
暮
ら
し
を
感
じ
た
い

も
の
で
す
。
　
　
紫
原
嘉
人 

   A

　
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

日
時
／
３
月
７
日
（
日
）
14

時
30
分
〜 

会
場
／
筑
邦
銀
行
八
女
支
店

駐
車
場 

主
催
／
八
女
市
日
の
出
町
商

店
会 

日
の
出
町
商
店
街
で
は
街
路

灯
、
防
犯
灯
点
灯
式
に
伴
い

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す
。
八
女
ジ
ュ
ニ
ア

合
唱
団
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
、

馬
場
姉
妹
に
よ
る
三
味
線
、

Ｚ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
、
少
年
少
女
和
太

鼓
、
八
女
消
防
本
部
音
楽
隊

の
演
奏
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き

売
り
な
ど
。
自
転
車
が
当
た

る
抽
選
会
、
先
着
２
０
０
名

様
へ
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト 

連
絡
先
：
清
水 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
３
９
０
１ 

 

A

　
子
ど
も
の
救
急
医
療
講

演
会 

日
時
／
３
月
10
日
（
水
）
13

時
30
分
〜
15
時 

会
場
／
福
岡
県
八
女
総
合
庁
舎 

参
加
費
／
無
料 

内
容
／
子
ど
も
が
急
病
の
時

に
は
ど
う
す
る
の
？
家
庭
で

の
対
応
と
小
児
救
急
の
か
か

り
方
に
つ
い
て 

講
師
：
筑
後
市
立
病
院
小
児

科
医
長
　
緒
方
由
喜
子
先
生 

申
し
込
み
：
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所 

1
０
９
４
４
―
７
２
―
２
１
１
１ 

5
０
９
４
４
―
７
４
―
３
２
９
５ 

A

　
早
朝
清
掃
に
ご
協
力
を 

日
時
／
３
月
12
日
（
金
）
受

付
・
６
時
15
分 

集
合
場
所
／
福
島
小
学
校
体

育
館
下 

（
社
）
八
女
青
年
会
議
所
で

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
、
福
島
小
学
校
を
中
心

に
八
女
公
園
、
福
島
八
幡
宮
、

清
水
公
園
な
ど
を
早
朝
清
掃

し
ま
す
。
清
掃
終
了
後
に
は

参
加
者
全
員
で
朝
食
を
食
べ

て
そ
の
ま
ま
職
場
へ
向
か
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
豚
汁

と
お
に
ぎ
り
を
準
備
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

持
参
く
だ
さ
い
：
皿
、
お
椀
、

箸
、
コ
ッ
プ
、
軍
手 

連
絡
先
：
八
女
青
年
会
議
所 

1
０
９
４
３
―
２
４
―
４
０
２
２ 

A

　
お
ひ
な
さ
ま
の
茶
会 

期
日
／
３
月
14
日
（
日
）
10

時
〜
14
時
の
間
で
５
席
・
各

席
定
員
25
名
・
約
２
時
間 

場
所
／
茶
の
文
化
館 

参
加
費
用
／
２
０
０
０
円 

星
野
村
「
茶
の
文
化
館
」
で

は
、
毎
年
恒
例
の
人
気
イ
ベ

ン
ト
「
お
ひ
な
さ
ま
の
茶
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
茶
会
と
言

え
ば
ち
ょ
っ
と
敷
居
が
高
そ

う
で
す
が
、
茶
道
の
心
得
が

な
い
方
や
お
子
様
で
も
、
自

然
に
お
茶
の
世
界
に
触
れ
な

が
ら
楽
し
め
る
、
季
節
感
溢

れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

ご
家
族
・
ご
友
人
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。 

1
０
９
４
３
―
５
２
―
３
０
０
３ 

          A

　
深
町
宏
サ
ッ
ク
ス
コ
ン

サ
ー
ト 

日
時
／
３
月
27
日
（
土
）
午

後
６
時
〜 

会
場
／
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル 

入
場
無
料 

主
催
／
八
女
市
音
楽
協
会 

A

　
ミ
ニ
健
康
教
室 

と
き
／
３
月
27
日
（
土
）
14

時
〜
15
時 

と
こ
ろ
／
川
h
病
院 

八
女

市
納
楚 

テ
ー
マ
：
介
護
老
人
保
健
施

設
（
老
健
っ
て
ど
ん
な
と

こ
？
）
、
講
師
：
増
田
一
紀

（
ビ
ハ
ー
ラ
光
風
施
設
長
）
、

定
員
：
40
名
、
無
料
、
要
予

約
・
連
絡
先
：
樋
口
・
石
内 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
３
０
０
５ 

A

　
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト 

日
時
／
３
月
28
日
（
日
）
13

時
〜 

会
場
／
八
女
文
化
会
館 

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
カ
ラ
ー
オ

ー
プ
ン
を
記
念
し
て
開
催
し

ま
す
。
お
問
合
せ
：
龍 

1
０
９
０
―
２
８
５
５
―
５
７
５
６ 

A

　
会
員
募
集 

　
八
女
走
ろ
う
会
は
昭
和
52

年
結
成
、
会
員
69
名
（
内
女

性
15
名
）
会
員
の
中
に
は
約

30
名
が
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
経

験
、
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
、

１
０
０
㎞
ス
ー
パ
ー
マ
ラ
ソ

ン
走
破
の
強
者
も
数
名
い
ま

す
が
。
モ
ッ
ト
ー
は
タ
イ
ム

を
重
視
せ
ず
、
健
康
づ
く
り

と
親
睦
、
楽
し
く
走
ろ
う
健

康
マ
ラ
ソ
ン
同
好
会
で
す
。

老
化
防
止
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

あ
な
た
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

連
絡
先
：
大
石 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
４
７
６
６ 

：
徳
永
・
夜 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
５
５
２
４ 

  

A

　
そ
ば
庵
　
な
な
草 

　
レ
ト
ロ
な
店
内
、
癒
し
の

音
楽
が
流
れ
る
雰
囲
気
の
中

で
お
食
事
を
楽
し
め
る
お
店

で
す
。 

店
長
オ
ス
ス
メ
の
な
な
草
セ

ッ
ト
は
限
定
１
日
20
食
で
、

女
性
に
大
人
気
。
ぼ
ん
ぼ
り

祭
り
期
間
中
（
３
月
22
日
迄
）

は
、
ひ
な
御
膳
に
変
わ
り
ま

す
。
ク
ラ
ッ
シ
ー
を
見
て
ご

来
店
の
お
客
様
に
は
、
食
後

に
コ
ー
ヒ
ー
を
サ
ー
ビ
ス
。

（
３
月
末
ま
で
） 

場
所
：
八
女
市
本
町
１
５
４

―
３
（
福
島
八
幡
宮
近
く
、

エ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
福
島
向
い
） 

1
０
９
４
３
―
２
４
―
３
６
２
２ 

営
業
時
間
（
昼
）
11
時
30
分

〜
15
時
（
夜
）
18
時
〜
20
時

※
夜
の
そ
ば
会
席
は
要
予
約 

店
休
日
：
毎
週
水
曜
日 

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

ＳＴＯＰ 
飲酒運転 
ＳＴＯＰ 
飲酒運転 

　
過
去
の
違
反
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

違
反
を
し
て
見
つ
か
り
罰
金
を
払
う

と
き
に
「
運
が
悪
か
っ
た
」
と
思
っ

て
い
た
。
そ
の
と
き
の
運
転
は
「
運
天
」

を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て

安
全
運
転
を
し
ま
す
。 

「
遅
す
ぎ
た
反
省
」
　
発
行
／
福
岡
県
警
察
本
部 

交
通
部
運
転
免
許
試
験
課
よ
り
許
可
を
得
て
転
載 


